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瞳輝く子ども
校長室だより

平 成 ２ ４ 年 ４ 月 ２ ３ 日 Ｎ Ｏ ２

学校の体制整う
学校説明会・ＰＴＡ総会

２ ０ 日 （ 金 ） は Ｐ Ｔ Ａ 係 決 め ・ 学 級 懇 談 会 ・ 保 護 者 会 （ 学 校 経 営 説 明 会 ）・ Ｐ Ｔ

Ａ 総 会 と 盛 り だ く さ ん の 内 容 で し た が 、 皆 さ ん の ご 協 力 に よ り 、 無 事 終 え る こ と が

で き ま し た 。内 容 に つ い て は 、Ｐ Ｔ Ａ か ら お 便 り 等 で 報 告 が あ る も の と 思 い ま す が 、

私 か ら は 、 保 護 者 会 （ 学 校 経 営 説 明 会 ） で 学 校 か ら お 話 し た こ と に つ い て お 伝 え し

た い と 思 い ま す 。

校長挨拶
昨年度は、バンコク親善大使の訪問・チャリティコンサートの開催・公開研究会などの大きな

行事があり、皆様に大変お世話になりました。どの行事も子どもがよく活躍し、その中で豊かに

育つことが確認されました。また、歯磨きや生き生きカード・フッ化物洗口などの取り組みが県

から認められ、歯科保健優良校（健歯児童１位やポスター県知事賞）表彰、そのほか情報教育や

環境教育でも表彰されました。学校一丸となった日々の取り組みの力を感じています。また、学

習面においても次第に意欲と落ち着きが生まれており、学力テストにおいても向上してきていま

す。し続けることが大きな力となることに驚いているところです。

さて、本年度は１年生２２名が入学し、児童数１５６名職員数１３名でスタートいたしました。

昨年比２５名減ですが、本年度もみんなで力を合わせ、小さな学校の大きな夢に向かった挑戦を

続けていきたいと思います。学校教育目標は「自己教育力を持った実践人の育成」であり、本年

度の重点目標は、校長室便りNO１でもお知らせしたように「一人残らず成長する教育」と「オ

ール米本」です。

本校は、阿蘇中学校とも連携し、「学びの共同体」の考え方を取り入れ、すべての子どもが学

ぶ喜びを持ち、成長していけるように、みんなで考え交流し、力を合わせて高め合う学習を目指

しています。今年は特に「聴く」ということ「訊く」ということを意識しています。本校は、こ

の考え方を取り入れて４年目になりますが、年々真剣に学ぶ姿や当たり前のように教え合う柔ら

かい学校の姿が見られるようになってきました。職員も日々を大切にし、学びの多い質の高い授

業を目指して研鑽に努め、授業を公開しております。昨年の公開研究会では１００名を越す参観

者がありました。学びの共同体の考え方は、国内外でも多くの指示を受けており、５月には、シ

ンガポールの視察団が本校の教育について興味を示され、訪問を受けることになっています。小

さな学校の大きな取り組みの表れです。

次に「オール米本」についてです。

校長室便り１号に「挨拶」について書かせていただきました。「オール米本」の第一の取り組み

です。大人も子どもも「挨拶あふれる 米本地区」にしましょう。このように、「一人一人の力

が米本の力」として結集されるよう頑張っていきたいと思っています。

今後、子どもサミットの活動などと一緒に、きれいな米本や安全な米本・心通う米本など様々な

取り組みをしていきたいと思います。今年も学校便りや校長室便り・ホームページそして各学級

便りなどでお知らせしていきますので、ご覧いただけたら幸いです。また、地域の様々な方とつ

ながり、共同参画者としてなにか一緒にできないかを模索していきます。
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最 後 に よ り よ く 育 つ た め の 方 針 と お 願 い ・ 連 絡 で す 。

（１）「いじめ」や「万引き」など「絶対にしてはいけないこと」に対してはしっかりと教えて

いくようにします。学校は、知識を得るばかりでなく、集団生活を通して人としてのあり方を学

習する場でもあります。人間として喜ばれる存在になること・思いやりが大切です。学校でも家

庭でも地域でも良い行為を発見したら大いに褒め、悪い行為を発見したときには分かるまで教え

ていきましょう。

（２）大人が子どもにしなければならないことは、よい習慣をつけることです。「良い習慣をつ

ければ全うに育つ」と言われます。とくに集団生活においては「時間を守ること」「ルールを守

ること」が大切です。遅刻はいけないことであること・連絡がないと多くの人に迷惑がかかるこ

と教えていきましょう。そして、改善のためには遅刻の原因を探ってみるとよいと思います。生

活習慣に原因があることが多くあります。

（３）よりよく育つには、人に助けを求められる人になることだそうです。子どもにかかわるこ

とで何か相談事がありましたら、出張や会議がなければいつでも相談日ですので、お気軽にご相

談ください。

（４）本校は、今年と来年校舎の耐侵工事に入ります。夏休みから東校舎から職員室まで覆いが

かかります。今年度の終了は１２月末の予定です。そして来年同じように西校舎の工事になりま

す。子どもたちの登校の経路がグランドの端を通ることになりそうです。まだ詳細まで確定され

ておりませんので、詳しくは確定した折りにお知らせします。ご不便をおかけすることがあろう

かと思いますのでよろしくお願いします。

子どもたちの成長には、環境としての大人が大きな役割を果たします。私たちも子どもに恥じ

ない大人になりましょう。一人一人の児童が 毎日輝いて登下校できるよう全職員で取り組んで

参りますので、「オール米本」よろしくお願い致します。

教育課程の説明
国 や 県 の 教 育 振 興 基 本 計 画 が 出 さ れ 、 今 年 八 千 代 市 の 教 育 振 興 基 本 計 画 が 出

さ れ ま し た 。 そ の 表 紙 に は 、「 未 来 を 担 う 子 ど も た ち を 教 職 員 ・ 保 護 者 ・ 市 民 総

掛 か り で 育 む 」 と い う 言 葉 が 使 わ れ て い ま す 。 み ん な で 子 ど も た ち の 教 育 を 担

う と い う 理 念 な の で す 。 新 指 導 要 領 ２ 年 目 に な り ま す が 、 生 き る 力 を 培 う た め 、

「 聴 く 」「 訊 く 」 を 大 事 に し て い き ま す 。 ま た 、 昨 日 ４ ・ ６ 年 生 が フ コ ク 生 命 一

日 社 員 と な る 研 修 に 行 っ て き ま し た 。 こ の よ う な 生 き た 体 験 が 効 果 的 で す 。 一

層 豊 か な 体 験 活 動 を し て い き ま す 。 さ ら に 、 昨 年 か ら 福 祉 教 育 推 進 校 の パ ッ ケ

ー ジ 指 定 を 受 け て お り 、 同 地 区 の 小 中 高 校 や 福 祉 協 議 会 と も 連 携 し て 進 め て い

き ま す 。 新 し い 行 事 と し て は 、「 桑 納 川 公 園 」 に 全 校 歩 き 遠 足 を 企 画 し ま し た 。

子 ど も た ち に は 、 か し こ く ・ 優 し く ・ た く ま し く 育 っ て ほ し い と 思 っ て い ま

す 。 生 活 習 慣 形 成 が 大 切 で す 。 学 校 で は 読 書 や 縄 跳 び ・ 全 力 走 ・ 月 例 テ ス ト な

ど に 取 り 組 ん で い ま す 。 ご 家 庭 で も 家 庭 学 習 等 の 習 慣 形 成 を 頑 張 っ て ほ し い と

思 い ま す 。

保健関係の説明
歯 科 保 健 の 継 続 的 な 取 り 組 み に よ り む し 歯 率 が 減 少 し 治 療 率 も 上 が っ て き て お

り 、 取 り 組 み の 成 果 が 表 れ て き て い ま す 。 長 年 続 け る 必 要 か ら 、 フ ッ 化 物 洗 口

は 、 今 年 も 続 け て い く こ と に し ま す 。 先 日 の 歯 科 検 診 で の 医 師 の 講 評 で は 、 意

識 が 高 く な っ て 来 て い る 反 面 、 個 人 差 が 大 き い と い う 課 題 が 出 さ れ ま し た 。 そ

の 原 因 の 一 つ は だ ら だ ら 食 べ が あ る そ う で す 。 食 事 時 間 や 歯 磨 き な ど の 生 活 習

慣 づ く り を 一 層 進 め て ほ し い と 思 い ま す 。 歯 磨 き は 鏡 を 見 て 、 フ ッ 素 入 り の 歯

磨 き 粉 で 一 本 一 本 磨 く 感 じ で 行 う と 良 い そ う で す 。 学 校 で も 磨

い て お り ま す の で 、 毎 日 歯 ブ ラ シ を 持 た せ る よ う お 願 い し ま す 。


